
■通行方向 （2種類）

一方向 双方向

■通行制御方式 （3種類）

完全インターロック制御

セミインターロック
制御

自動扉
制御

「超軽量多機能二重扉」 運用方法について

■基本動作

通行の所要時間

ドラフト対策効果

通行許可サイン[◎](Ａ)
が点灯しているゲート前
の認証システム(Ｂ)に
カードをかざします。

入扉(Ｃ)が
開きます。

※共連れ防止 ⇒

※出扉側進入防止⇒

一方の扉が動作中には他方の扉は閉鎖状態を維持する制御

一方の扉が閉動作し扉位置が閉鎖位置近傍となった時に、
他方の扉が開放可能となる制御

各扉を連動させない制御 （認証機能の設置なし）

① ② ③ ④風除室(Ｄ)内に進む
と入扉が閉まり
出扉(Ｅ)が開きます。

入館

別紙

大 小

小

大

認証を受けて通行しようとする人に続いて、認証を受けずに通行しようとすると、共連れ検知センサより
異常信号が出力され、音声案内での注意と共に出扉が閉状態を維持して進入を防止する。

認証を受けて通行する人が出扉を通過中に、出扉側から認証を受けずに進入しようとすると、共連れ検
知センサより異常信号が出力され、音声案内での注意と共に入扉が閉状態を維持して進入を防止する。

ドラフト対策に最も有効である。

ドラフト現象が大変厳しい冬季の利用を想定。

ドラフト対策と通行性向上の両立を図る場合に有効である。

ドラフト現象が懸念される冬季の利用を想定。

複数人数が連続して通行する事が可能。認証時間・扉の連動
が無い為、通行量が多い場合に有効である。（一方の扉は常
に全開状態とし、1枚の扉のみ利用する事も可能）

冬季以外の利用を想定。

※風除室内では音声ガイドで誘導




